
 「グリーンイノベーション基金事業の基本方針」の事業趣旨に合致する研究開発事業は、原則、基金を活用し
て実施。他方、基金の事業趣旨とは異なる、既存の関連事業とは、重複を排除した上で、積極的な連携を
推進。

基金事業と既存事業の役割分担（概念整理）

既存事業（当初予算等で実施）

「2050年カーボンニュートラルに伴う
グリーン成長戦略」の重点技術分野

グリーンイノベーション基金で実施する事業

10年程度の長期間の継続支援が必要な事業

社会実装までを視野に入れた事業であるため、
目標に対してコミットメントを示す

企業等の収益事業の担い手が主な実施者

革新的技術の研究開発・実証から社会実装までを
大規模かつ継続的に支援するもの

（TRL4(技術検証段階)以上が目安※）

その他の研究開発
（デジタル、バイオ、マテリアル等）

や他の政策目的を有するものも含まれる

数多ある有望な先端技術の
事業可能性の研究・検証を行うものも有

大学、研究機関、技術組合等が
中心となることも有

（拠点整備、汎用性の高い基盤技術開発等）

基金プロジェクトに比して
国による支援が短期間で十分な事業も有

（注）この他、基金への移管により既存事業に遅延が生じる
場合等は、直ちに基金を用いたプロジェクト組成を行わない。

積極的に
連携

（相補的関係）

※IEAによるTRL（11段階）に基づく。
基金でTRL3以下の取組を排除するわけではない。
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